
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
二
十
三
回
）

 
 

「筑
紫

つ
く

し

観
世
音
寺

く
わ
ん
ぜ
お
ん
じ

」

～
筑
紫
の
綿
歌
～

古
代
、
大
宰
府
は
九
州
九
国
三
島
の
総
督
府
と
し
て
、
外
交
・
内
政
・
軍
事
の
三

権
を

司
つ
か
さ
ど

っ
て
い
た
。

・
こ
の
大
宰
府
政
庁
跡
（
福
岡
県
太
宰
府
市
坂
本
）
真
東
約
６
０
０
ｍ
の
地
に
「
観

世
音
寺
（
福
岡
県
太
宰
府
市
観
世
音
寺
町
）」
が
楠
の
巨
木
に
囲
ま
れ
静
寂
の
中

に
た
た
ず
ん
で
い
る
。「
観
世
音
寺
」
は
中
大
兄
皇
子

な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

（
後
の
天
智

て

ん

じ

天
皇
）
が
母

帝
・
斉さ

い

明め
い

天
皇
の
菩
提

ぼ

だ

い

を
と
む
ら
う
た
め
に
発
願

ほ
つ
が
ん

し
建

立

こ
ん
り
ゅ
う

さ
れ
た
古
刹

こ

さ

つ

で
あ
り
、

奈
良
時
代
に
は
「
府ふ

大
寺

だ

い

じ

」
と
称
さ
れ
た
寺
院
で
創
建
時
の
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は

失
っ
た
が
現
在
も
法
灯

ほ
う
と
う

を
か
か
げ
続
け
て
い
る
。

・
斉
明
天
皇
は
、
唐
・
新
羅

し

ら

ぎ

連
合
軍
に
滅
ぼ
さ
れ
た
百
済

く

だ

ら

を
助
け
る
た
め
自
ら
軍

を
率
い
皇
太
子
の
中
大
兄
皇
子
や
大
海
人

お
お
あ
ま
の

皇
子

お

う

じ

（
後
の
天
武

て

ん

む

天
皇
）
な
ど
当
時
の

朝
廷
の
中
枢
な
ど
を
伴
っ
て
戦
争
の
指
揮
を
と
る
た
め
に
難
波

な

に

わ

の
港
か
ら
海
路

筑
紫
に
む
か
っ
た
。

・
こ
の
時
の
こ
と
を
日
本
書
紀
に
は
「
斉
明
七
（
６
６
１
）
年
正
月
六
日
に
御
船

は
征
西

せ
い
せ
い

に
出
発
」
と
あ
り
、
斉
明
天
皇
一
行
は
難
波
を
出
港
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。



そ
の
後
、
四
国
伊
予
熟に

き

田
津

た

つ

の
石い

わ

湯ゆ
の

行
宮

か
り
み
や

（
道
後
温
泉
・
推
定
）
に
寄
り
、
同
年

三
月
二
十
五
日
に
九
州
・
娜な

の

大
津

お

お

つ

（
現
・
博
多
港
）
に
着
く
。
女
帝
は
唐
・
新
羅

連
合
軍
と
の
戦
い
に
備
え
て
、
本
陣
を
娜
大
津
の
海
岸
か
ら
南
へ
約
４
０
キ
ロ
内

陸
部
へ
入
っ
た
筑
後
の
朝

倉

あ
さ
く
ら
の

橘
た
ち
ば
な
の

広
庭
宮

ひ
ろ
に
わ
の
み
や

（
現
・
福
岡
県
朝
倉
市
）
に
遷
し
、

戦
い
に
備
え
た
が
、
斉
明
天
皇
は
九
州
に
上
陸
４
カ
月
後
の
同
年
七
月
二
十
四
日

に
、
こ
の
朝
倉
宮
で
崩
御
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

・
観
世
音
寺
は
斉
明
七
（
６
６
１
）
年
に
崩
御
さ
れ
た
斉
明
天
皇
の
冥
福
を
祈
っ

て
、
子
の
中
大
兄
皇
子
が
発
願
し
た
が
、
寺
の
完
成
は
遅
れ
８
０
数
年
を
経
た
天

平
十
八
年
（
７
４
６
）
年
に
な
っ
た
こ
と
が
「
続
日
本
記
」
な
ど
に
記
さ
れ
る
。

・
観
世
音
寺
の
完
成
が
遅
れ
た
原
因
と
し
て
岡
本
顕
實
著
「
大
宰
府
」
に
は
大
宰

府
の
造
営
、
壬
申
の
乱
、
平
城
遷
都
な
ど
と
国
政
は
多
事
多
難
で
、
さ
ら
に
観
世

音
寺
の
規
模
が
中
央
の
諸
大
寺
に
も
劣
ら
な
い
壮
大
な
七
堂

し
ち
ど
う

伽
藍

が

ら

ん

を
配
し
た
も

の
で
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

・
観
世
音
寺
の
造
営
が
非
常
に
遅
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
養
老
七
（
７
２
３
）
年
に

な
っ
て
美
濃
の
国
守
と
し
て
治
績
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
当
時
、
太
上
天

皇
（
元
明
）
の
病
気
回
復
を
祈
る
た
め
に
、
出
家
し
て
い
た
沙さ

弥み

満
誓

ま
ん
せ
い

を
観
世
音

寺
の
別
当

べ
っ
と
う

（
造
営
の
長
官
）
と
し
て
招
き
寺
の
造
営
に
当
ら
せ
る
な
ど
し
て
よ
う

や
く
天
平
十
八
年
（
７
４
６
）
年
に
大
宰
府
政
庁
の
東
に
接
し
て
建
立
さ
れ
た
。



・
筑
紫
に
創
建
さ
れ
た
観
世
音
寺
の
別
当

べ
っ
と
う

（
造
営
の
長
官
）
と
し
て
力
を
尽
く
し

た
沙さ

弥み

満
誓

ま
ん
せ
い

の
綿
を
詠
む
歌
一
首
が
万
葉
集
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

し
ら
ぬ
ひ

筑
紫

つ

く

し

の
綿わ

た

は

身
に
付
け
て

い
ま
だ
は
着き

ね
ど

暖
あ
た
た

け
く
見
ゆ

巻
三
―
三
三
六

作
者

沙
弥
満
誓

（
解
説
）
歌
の
意
は
「
筑
紫
特
産
の
真
綿
は
、
ま
だ
肌
身
に
着
て
み
た
こ
と
は
な

い
が
、
い
か
に
も
暖
か
そ
う
だ
。
」
こ
の
歌
は
筑
紫
の
人
々
へ
の
愛
着
を
暖
か
な

綿
に
託
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
の
説
が
あ
る
。

・
当
時
、
筑
紫
か
ら
都
に
多
く
の
暖
か
な
綿
が
送
ら
れ
て
い
た
。
真
綿
が
、
古
代

筑
紫
の
名
産
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
続
日
本
紀
」
や
平
城
京
出
土
の
木
簡
か
ら
も
知

ら
れ
て
い
る
。



（
写
生
地
１
）
―
観
世
音
寺
の
正
門
、
南
大
門
跡
か
ら
約
３
０
ｍ
ほ
ど
北
に
入
っ

た
中
門
跡
と
さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
重
厚
な
た
た
ず
ま
い
の
本
堂
（
講
堂
）
を
描

く
。
創
建
時
の
本
堂
は
、
暴
雨
風
、
大
火
な
ど
で
何
回
か
大
破
・
焼
失
し
た
。
現

在
の
建
物
は
元
禄
元
（
１
６
８
８
）
年
に
再
建
さ
れ
た
。
（
杏 

 

花
）

⦿

「
戒
壇
院

か
い
だ
ん
い
ん

」
―
観
世
音
寺
が
完
成
し
て
か
ら
１
５
年
後
の
天
平
宝
字
五
（
７
６

１
）
年
に
「
天
下
の
三
戒
壇
」
の
一
つ
と
し
て
観
世
音
寺
に
付
属
し
て
区
域
内
に

建
立
さ
れ
た
。
三
戒
壇
院
と
は
奈
良
の
東
大
寺
、
下
野

し
も
つ
け

（
今
の
栃
木
県
）
の
薬
師

寺
と
、
こ
の
筑
紫
の
観
世
音
寺
の
戒
壇
院
を
云
う
。
な
お
、
下
野
薬
師
寺
は
東
戒

壇
、
筑
紫
観
世
音
寺
は
西
戒
壇
と
称
さ
れ
た
。
戒
壇
院
は
奈
良
時
代
に
お
い
て
出



家
者
を
正
式
な
僧
尼
と
す
る
た
め
に
必
要
な
戒
律

か
い
り
つ

を
授
け
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
施
設
で
、
観
世
音
寺
は
戒
壇
院
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
九
州
の
僧
尼
た
ち
に
戒

律
を
さ
ず
け
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
寺
院
と
し
て
栄
え
名
実
と
も
に
「
府
大
寺
」

と
な
っ
た
。
な
お
、
戒
壇
院
は
江
戸
時
代
に
独
立
し
て
別
の
寺
院
と
な
っ
た
。

（
写
生
地
２
）「
戒
壇
院
」
―

戒
壇
院
正
門
「
南
門
」
前
か
ら
戒
壇
院
の
全
景

と
背
後
に
万
葉
集
に
詠
わ
れ
る
大
野
山
（
現
・
四
王
寺
山
）
を
描
く
。（
杏

花
）

・
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
「
都
府
楼
前
駅
」
下
車
、
「
県
道
筑
紫
野
大
宰
府
線
」
を

東
へ
徒
歩
約
１
５
分
で
「
大
宰
府
政
庁
跡
」
さ
ら
に
５
分
ほ
ど
歩
く
と
「
戒
壇
院

（
太
宰
府
市
観
世
音
町
）」
と
、
隣
接
し
た
「
観
世
音
寺
（
同
）」
に
至
る
。

（
参
考
文
献
）
「
史
跡
観
世
音
寺
」・
「
目
で
み
る
大
宰
府
」
福
田
良
輔
著
「
九
州
の
万
葉
」
等


